
　
　

県
北
地
域
最
高
峰
「
国
見
山
」（
標
高

　

7
7
7�
）
の
中
腹
に
あ
る
、
く
に
み

　

の
森
公
園
は
広
さ
1
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

　
　

公
共
の
宿
「 
山
暖
簾 
」
の
目
の
前
に

や

ま

の

れ

ん

　

あ
る
同
公
園
内
の
「
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ

　

の
冒
険
王
国
」
に
は
、
幼
児
用
か
ら
上

　

級
者
用
ま
で
3
つ
の
草
ソ
リ
場
が
あ
り
、

　

隣
の
ワ
ク
ワ
ク
冒
険 
砦 
に
は
、
幼
児
も

と
り
で

　

楽
し
め
る
遊
具
が
あ
り
ま
す
。

　
　

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な

　

公
園
で
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
森
林

　

浴
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
時

　

間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
所
在
地

　

世
知
原
町
上
野
原
3
2
0
番
地
5

◆
交
通
ア
ク
セ
ス

　
�
バ
ス�
佐
々
・
世
知
原
経
由
世
知

　
　

原
温
泉
行
き

　
　

世
知
原
温
泉
バ
ス
停
下
車

　
　
（
佐
世
保
駅
か
ら
約
1
時
間　

分
）

20

　
�
車�
佐
世
保
駅
か
ら
約　

分
50

◆
施
設
・
利
用
時
間

　

草
ソ
リ
場　

9
時
〜　

時
17

◆
利
用
料
金

　

草
ソ
リ
レ
ン
タ
ル
1
日
3
1
0
円

◆
お
尋
ね

　

世
知
原
行
政
セ
ン
タ
ー
産
業
建
設
課

　
（�
0
9
5
6
・
7
6
・
2
2
1
5
）

　

草
ソ
リ
場�
公
共
の
宿
「
山
暖
簾
」

　
（�
0
9
5
6
・
7
6
・
2
9
0
0
）

　
　

吉
井
地
域
の
中
央
に
そ
び
え
る
牧
の

　

岳
か
ら
は
、
吉
井
地
域
を
一
望
で
き
、

　

中
腹
に
は
平
戸
八
景
の
一
つ
御
橋
観
音

　

が
あ
り
ま
す
。

　
　

そ
こ
を
中
心
に
し
た
牧
の
岳
公
園
は
、

　

四
季
折
々
の
自
然
に
あ
ふ
れ
、
遊
歩
道

　

で
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
森
林
浴
を
楽
し
む

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

ふ
れ
あ
い
広
場
に
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ

　

ン
タ
ー
（
休
憩
所
）
の
ほ
か
、
ロ
ー
ラ
ー

　

滑
り
台
や
子
ど
も
向
け
の
コ
ン
ビ
ネ
ー

　

シ
ョ
ン
遊
具
も
そ
ろ
い
、
子
ど
も
か
ら

　

大
人
ま
で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

　

る
公
園
で
す
。

◆
所
在
地

　

吉
井
町
前
岳
1
6
1
番
地
1

◆
交
通
ア
ク
セ
ス

　
�
バ
ス�
平
戸
行
き

　
　

吉
井
バ
ス
停
下
車
（
佐
世
保
駅
か

　
　

ら
約　

分
）
徒
歩
約　

分

50

20

　
�
車�
佐
世
保
駅
か
ら

　
　

国
道
経
由　

約　

分
40

　
　

妙
観
寺
ト
ン
ネ
ル
経
由　

約　

分
30

◆
施
設

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
利
用
時
間

　
　

時　

分
〜　

時（
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
）

10

30

20

◆
お
尋
ね

　

吉
井
行
政
セ
ン
タ
ー
産
業
建
設
課

　
（�
0
9
5
6
・
6
4
・
3
1
1
1
）

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー�
牧
の
岳
ク
ラ
ブ

　
（�
0
9
5
6
・
6
4
・
4
5
8
4
）
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く
に
み
の
森
公
園

牧 
の 
岳 
公 
園

　
　

冷
水
岳
は
、
九
十
九
島
を
一
望
で
き

　

る
県
内
で
も
屈
指
の
景
勝
地
で
、
目
の

　

前
に
平
戸
島
、
遠
く
に
五
島
列
島
を
見

　

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　

広
さ
7
・
9
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
園
内
に

　

は
、
展
望
台
や
野
外
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
、

　

子
ど
も
向
け
の
遊
具
も
設
置
さ
れ
て

　

い
ま
す
。

　
　

園
内
に
あ
る
「
冷
水
岳
ふ
る
さ
と
物

　

産
館
」
で
は
、
小
佐
々
地
域
の
特
産
品

　

が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

遊
ん
だ
後
は
、
芝
生
広
場
で
ゆ
っ
く

　

り
し
た
り
、
ク
ロ
マ
ツ
林
を
散
策
し
た

　

り
、
高
原
の
夏
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
所
在
地

　

小
佐
々
町
矢
岳
1
6
1
8
番
地　
12

◆
交
通
ア
ク
セ
ス

　
�
バ
ス�
楠
泊
経
由
江
迎
・
大
加
勢

　
　

行
き

　
　

冷
水
岳
入
口
下
車
（
佐
世
保
駅
か

　
　

ら
約　

分
）
徒
歩
1
時
間

50

　
�
車�
佐
世
保
駅
か
ら
約　

分
50

◆
施
設

　

冷
水
岳
ふ
る
さ
と
物
産
館

◆
施
設
利
用
時
間

　

8
時
〜　

時
（
毎
週
火
曜
定
休
日
）

17

◆
お
尋
ね

　

小
佐
々
行
政
セ
ン
タ
ー
産
業
建
設
課

　
（�
0
9
5
6
・
4
1
・
3
1
1
3
）

　

冷
水
岳
ふ
る
さ
と
物
産
館

　
（�
0
9
5
6
・
6
9
・
3
2
5
5
）

　

こ
と
し
3
月
に
合
併
し
た
宇
久
島
の

自
然
と
歴
史
を
学
び
、
多
く
の
人
に
島

の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
、

「
宇
久
町
自
然
観
察
エ
コ
ツ
ア
ー
」
が

7
月
1
日
、
2
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
市
内
の
小
学
生
と

保
護
者
合
わ
せ
て　

人
で
、
ほ
と
ん
ど

25

の
人
が
宇
久
島
を
訪
れ
る
の
は
初
め
て

で
し
た
。

　

初
日
は
、
快
水
浴
場
百
選
に
も
選
ば

れ
た
大
浜
海
水
浴
場
で
、
自
然
観
察
を

行
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
海
岸
か
ら
丘

陵
地
帯
ま
で
つ
な
が
る
自
然
の
生
態
系

を
観
察
で
き
る
県
内
で
も
数
少
な
い
場

所
で
す
。
丘
の
上
に
は
海
岸
植
物
が
群

生
し
、
市
内
で
は
珍
し
い
ハ
マ
ボ
ウ
フ

ウ
も
自
生
し
て
い
ま
す
。
海
岸
は
、

「
シ
ェ
ル
サ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る
貝
殻

で
出
来
た
砂
が
特
徴
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
タ
イ
ト
ゴ
メ
の
花

の
み
つ
を
吸
う

ク
ロ
ツ
バ
メ
シ

ジ
ミ
と
い
う
絶

滅
危
惧
種
の
チ

ョ
ウ
を
見
た
り
、

漂
着
し
た
コ
コ

ヤ
シ
の
実
を
拾

っ
た
り
と
、
大

喜
び
で
し
た
。

　

翌
日
は
、
う
っ

そ
う
と
生
い
茂
る

タ
ブ
ノ
キ
の
林
を

抜
け
、
島
の
中
央

に
あ
る 
城  
ヶ  
岳 
園

し
ろ
 
が 

た
け

地
に
登
り
ま
し
た
。

　

島
内
を
一
望
で
き
る
山
頂
の
展
望
台

か
ら
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
放
牧
さ
れ

て
い
る
牛
の
姿
や
、
自
然
が
作
り
出
し

た
起
伏
に
富
ん
だ
海
岸
線
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
、
木
風
小
学
校
5
年

の
 
山  
真  
由  
子 
さ
ん
は
、「
大
浜
の
砂

や
ま
 
ま 

ゆ 

こ

が
い
ろ
い
ろ
な
色
で
き
れ
い
で
し
た
。

ま
た
宇
久
に
来
て
、
今
度
は
貝
殻
を
探

し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
牧
草
地
の
先
端
に
あ

る 
対
馬
瀬 
灯
台
や
風

つ

し

ま

せ

力
発
電
所
、
八
幡
神

社
の
珍
し
い
木
々
な

ど
を
見
学
し
、
参
加

者
た
ち
は
、
自
然
た

っ
ぷ
り
の
宇
久
島
を

楽
し
み
ま
し
た
。

●7 
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宇
久
島
の
自
然
観
察

▲城ヶ岳ハイキングで
　森林浴

�八幡神社の森で、木
　の音を聞く参加者

大
浜
で
の
自
然
観
察

冷 
水 
岳 
園 
地

対
馬
瀬
の
放
牧
牛

さ

き


